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1 ．はじめに
文部科学省「国際化拠点整備事業」（グローバル30）
の遂行にともない，全国の大学では英語を教授言語と
する教育プログラムが相次いで開始された．本学にお
いても，英語で学位取得が可能なコースが学部，大学
院において設置されている．このうち，英語で学士号
を取得するコース（国際学士コース）では，2011年10
月から留学生を受け入れている．国際学士コースの留
学生にとって，学習・研究に必要な言語は英語であり，
高度な日本語力は必須ではない．受講生同士が授業時
間外にキャンパスや学生寮でやりとりをする際も，英
語が共通語となっている．
日本語学習が主目的でない留学生への日本語教育を
考察した山路ら （2012） は，大学で実施されている日
本語教育が必ずしも学習者のニーズを満たしていない
と報告している．また平山・高橋 （2013） は，大学生
活や日常生活に根差した日本語，短期間で学習できて
すぐに実践できる日本語教材を作成するためには，日
本語学習ニーズと，彼らを取り巻く環境調査が必要だ
と結んでいる．
庵 （2015: 4） は，日本語での学習をメインとしない留
学生に対して最も重要なことは，日本語学習の動機付け
を高めることであり，そのためには，少ない言語要素で
も知的レベルの高い内容を日本語で産出できるという
「成功体験」を学習者に実感させることだと主張してい
る．岡崎 （1989: 52） は，「教科書は主として安心感の確
保を担うもの，副教材は学習者，教師，教育機関のニー
ズ，必要性の多様性を予め把握したうえで主に充足さ
せるもの」と述べ，多様化する学習者にとって副教材が
重要な役割を担っていると指摘している．
日本語を必ずしも必要としない留学生の学習意欲を
維持，向上させ，より活発な教室活動を展開していく
ためには，教材の検討はもとより，学習者にはどのよ
うな日本語が必要なのか，つまり学習ニーズを明らか
にすることが求められる．また，使用教材が学習ニー
ズを十分に満たさない場合には，それを補完する副教
材の開発が必要であろう．
本稿の第一著者は，本学で国際学士コースの日本語
クラスの二科目（ 2章で詳述）で TA （Teaching 
Assistant） を担当しながら，非常勤講師として勤務す
る仙台市内の私立大学で日本語学習者を対象とした調
査や副教材の作成を行っている（詳細は，堀田・菅谷 
（2017） を参照されたい）．第二著者は，授業担当教員
として上記コースの日本語クラスに携わり，教室活動
で使用するための副教材を開発してきた．
本稿では，国際学士コースの日本語科目を紹介した
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本稿では，国際学士コースの日本語科目Basic Japaneseで使用している主教材と日本語使用の調査ならびに，結果
等をふまえて行っている授業実践と日本語副教材の開発状況について報告する．調査から，主教材で取り上げられて
いる場面と当コースの受講生が困難に陥る場面は必ずしも合致していないこと，受講生は特に「買い物」など学外の
場面でしばしば困難を感じていることが明らかになった．受講生の困難の原因として，当人にとって重要な語彙が未
習であったり，相手への聞き返しが的確にできなかったりすることが挙げられる．これらの結果をふまえ，筆者らは，
主教材でカバーできない部分を補完することを目的として，漢字をテーマとするスピーチの実施や，聞き返しの練習
ができる副教材の作成に取り組んだ．完成した副教材は，ウェブサイト「Tohoku-JP教材」にて公開している．
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後，教材と日本語使用の調査，教室活動の概要ととも
に現在公開している教材の概要を中心に報告する．
2 ．対象とする日本語科目
表 1に示すように，国際学士コースの留学生を対象
と し た 日 本 語 科 目 は，Basic Japanese 1，Basic 
Japanese 2，Intermediate Japaneseの 3 科目が開講
されている．入学者は，日本語学習経験がゼロである
か，入門レベルの場合が多い．そのため，当コースの
上記 3科目では，日常生活を送るために必要な日本語
力の養成を第一義としている．Intermediate Japanese
までを修了した場合の最終的な到達目標は，日本語能
力試験 （JLPT） でN3合格程度，JFスタンダード （JF-
S） でA2-2程度である．一般の学士コース（教授言語
が日本語の学士課程）を対象とした日本語科目がN1
合格以上，C1以上を到達目標とするのとは，大きく
異なる．
本稿で主に報告するのは，上記 3科目のうち，Basic 
Japanese 1とBasic Japanese 2である．国際学士コー
スは10月入学であり，当コースの留学生は入学後の第
2セメスター（秋学期）にBasic Japanese 1を，続く
第 3セメスター（春学期）にBasic Japanese 2を受講
する．受講生は例年20名程度で，その多くはインドネ
シアやタイ，インドなどの非漢字圏の出身者である．
Basic Japanese 1は，週に 4コマの授業が行われる．
『げんきⅠ』（全12課）を主教材として使用し，初級前
半レベルの基礎的な語彙・文法と，日常生活に必要な
四技能（話す・聞く・読む・書く）の養成を目指す．
文字については，教科書に沿って，ひらがな，カタカ
ナ，約150字の漢字を学習する．Basic Japanese 2は，
週 3コマの開講で，『げんきⅡ』（『げんきⅠ』から通
算して全23課）の第20課までを学習する．初級後半レ
ベルの語彙・文法と，四技能を習得し，漢字はさらに
約100字を学習する．
授業内容を受講生の日常生活に根差したものとする
ためには，彼らがどのような生活を送っているかを知
ることが重要である．受講生の実生活は，授業内での
教室活動やTAとの会話練習の様子から部分的にうか
がうことができる．例えば，「週末，何をしたか」といっ
た過去のできごとを話す活動では，松島への研修旅行
でお寺にお参りしたり日本料理を味わったりしたこと
がわかった．宿題として課していたTAとの会話練習
では，学生寮の生活や漢字学習での苦労を知ることが
できた（吉田ほか　2013）．
また，Basic Japanese 1，Basic Japanese 2ともに，
期末試験では会話テストを実施しており，その際の受
講生とのやりとりが個々の学生の体験を知る機会と
なった．体育館でバスケットボールやバドミントンを
楽しんでいる様子や，日本語が十分に理解できないた
めに買い物に苦労している様子を聞いた．
このように，受講生の日常生活は，教室活動や期末
試験，TAとの会話練習を通して，断片的に知ること
が可能であった．しかし，彼らの多様なニーズを把握し，
それに対応すべく授業内容を改善するには，より詳細
な検討が必要である．そこで，3章で報告するように，
主教材『げんき』の分析とTAとの会話練習とを組み
合わせることで，主教材の不足点と日本語学習ニーズ
を明らかにすることを試みた．さらに，4章で述べる
ように，それまで筆記試験のみだった中間試験でも，
2016年秋より，スピーチテストを実施することとした．
期末の会話テストからの情報は重要ではあるが，学期
途中で同様の情報を得ることができれば，今後の教室
活動への反映が可能になると考えたためである．
3 ．調査
以下では，主教材と学習ニーズの異同を明らかにす
ることを目的として実施した 2種類の調査について報
告する．主教材の調査では，Basic Japanese 1（本章
では，以下，BJと記す）で使用している初級総合教
科書中の会話場面を分析する．学習ニーズ調査では，
B J受講生とTAとの会話練習で得られた回答をもと
表1．国際学士コースの日本語科目
科目名 コマ/週
開講セメ
スター
目標到達レベル
（JLPT/JF-S）
Basic 
Japanese 1
4 2 セメ N5/A1 程度
Basic 
Japanese 2
3 3 セメ N4/A2-1程度
Intermediate 
Japanese
3 4 セメ N3/A2-2程度
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に，日本語使用上困難に陥った場面を分析する．両調
査は，同一の基準に従って分類した後，結果を比較し，
考察する．
3.1　分析データ
3.1.1　初級総合教科書『げんきⅠ』
分析対象とした教科書は，BJで使用している『げ
んきⅠ1）』である．上述のように，『げんき』は，総
合的な日本語能力の向上を目標としており，大学生を
はじめ高校生，社会人，日本語を独習しようとしてい
る日本語初修者を対象とする教科書である．各課は，
大きく「会話・文法編」「読み書き編」「課末」から構
成されている．
BJ受講生が困難を感じる場面（3.1.2で詳述）と照
合するため，「会話・文法編」のうち「会話」で扱わ
れる場面のみを分析対象とした．「会話」では，来日
した留学生とその友人や家族が中心人物として登場
し，日常生活の様々な場面が取り上げられている．各
課の冒頭部分で，ある特定の場面がイラストともに紹
介され，その課の学習項目を含む会話が 2つ以上挙げ
られている．例として，第1課の場面説明と会話を（例
1）に示す．来日したばかりの留学生メアリーが日本
人学生たけしと出会う場面で，学習者は「自己紹介を
する」「人の名前や仕事などを聞く」という 2つの文
型を学ぶ．
（例 1）第 1課『あたらしいともだち』
Marry, an international student who just arrived in 
Japan, talks to a Japanese student.
①　メアリー：　　すみません．
　　　　　　　　　いま　なんじですか．
　　たけし：　　　じゅうにじはんです．
　　メアリー：　　ありがとう　ございます．
　　たけし：　　　いいえ．
②　たけし：　　　あの，りゅうがくせいですか．
　　メアリー：　　ええ，アリゾナだいがくの
　　　　　　　　　がくせいです．
　　たけし：　　　 そうですか．せんこうは　なん
ですか．
　　メアリー：　　にほんごです．
　　　　　　　　　いま　にねんせいです．
　　　　　　　　（『げんきⅠ』p. 38-39，一部改編2）
3.1.2　日本語使用調査
調査対象者は，2017年春学期のBJ受講生20名であ
る．出身国は，インドネシア 6名，インド 4名，中国
3名，タイ 1名，マレーシア 1名，ネパール 1名，ベ
トナム 1名，エジプト 1名，モンゴル 1名，アメリカ
1名であった．
BJ受講生には，2017年 4 月，宿題の一つとしてTA
との会話練習を課した．期日（同年 5月末）までに学
内の指定場所で，TA1名を相手に受講生 1名～ 3名
で30分以上の練習を行うように指示した．会話のテー
マは「日本語がわからなくて困ったこと」である．各
受講生は，会話練習日までにタスクシートの回答（「日
本語がわからなくて困ったこと」）を英語または日本
語で 2つ以上記入しておく．会話練習の当日に，受講
生とTAはそのタスクシート（以下，BJシート）を
見ながら，TAと会話練習を行う．BJシートの回答が
日本語力の不足（文法的誤りや不適切な語彙など）か
らわかりにくかったり，文意を汲み取ることが困難
だったりする場合には，TAが会話をしながらメモを
取り，情報の補完をした（以下，TAメモ）．各受講
生は，会話練習終了後，TAにBJシートを提出する
という流れである．
以下に，BJシートとTAメモの例を示す．例のうち，
「BJ02」とは，任意に与えられた受講者番号である．
またBJシートの日本語は，原文のままである．（例 2）
のBJシート中の「サークル」や「インフォ」から，「課
外活動に参加したかったが，情報を入手できなかった」
ことは，推測が可能である．しかし，BJ02が具体的
にどのような情報を求めていたのか，またどのように
困ったのかは，不明瞭である．そこで，TAは「飛行
機サークル」や「運転の方法や緊急時の対応に関する
言葉」，「入部が認められなかった」というメモを残し
た（（例 2）の下線部は，筆者らによる）．
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（例 2）BJ02
BJシート 私はサークルを入りたかったので，イン
フォを聞けません．日本語はちょっと話せ
ません．
TAメモ 飛行機サークルに入りたかったが，運転の
方法や緊急時の対応に関する言葉が理解で
きず，入部が認められなかった．
会話練習中にBJ受講生からBJシートにない内容を
含むコメントが得られた場合には，その内容も分析対
象とした．上述の（例 2）で，BJ02は，TAと飛行機
について話していたが，次第に，来日時の仙台空港で
の苦労話を語り始めたので，TAはメモを取った（例
3）．
（例 3）BJ02
BJシート
TAメモ 来日時，仙台空港で荷物を寮に送りたかっ
た．配送サービスの時間が過ぎていたよう
だったので空港で色々な人に相談したが，
解決できず，タクシーで荷物を運んだ．
このように，BJ受講生を対象とした調査回答には，
TAによる補完が必要なものと不要なものがあった．
前者についてはTAメモを，後者についてはBJシー
トの回答を分析対象とした．
3.2　分析方法
『げんきI』および日本語使用調査は，まず，国立国
語研究所 （2009） を参考にし，10場面に分類した（表
2）．国立国語研究所 （2009） では「日本に在住する
外国人が日本語に接する場面」を分析対象としており，
大学生や大学院生にとっては馴染みのない場面も含ま
れる．例えば，「子供の宿題を手伝う」ことが求めら
れる「保・幼・小中（原文まま）」場面や，「給与明細
を見て不明な点に尋ねる」ことが必要な「職場」場面
などに，BJ受講生は遭遇しないと思われる．そこで，
上記2場面を含む計 9場面は分類表から外した．また，
「医療・福祉」と「緊急事態」は 1つにまとめ，「医療・
緊急」とした．さらに「自宅」は，生活を営む場とし
て「寮・ホームステイ」に含めた．BJ受講生の大多
数が，本学の寮で共同生活を送っているためである．
次に，各場面が全体に占める割合をデータ間（『げ
んきⅠ』と日本語使用調査）で比較し，考察を行った．
『げんきⅠ』については，各会話場面の説明および
イラストを参考にしながら，表 2にしたがって分類を
行った．表 3に分析例を示す．なお，第 1課の会話内
容は，3.1.1.の（例 1）を参照されたい．
日本語使用調査で得たBJ受講生の回答も，『げんき
Ⅰ』の会話場面と同様に，表 2にしたがって分類を行っ
た．分析例を表 4に示す．
表２. 場面と具体例
場面 具体例
寮・ホームス
テイ
・寮やホームステイ先でのやりとり
大学 ・キャンパスやサークルでのやりとり
買い物
・ 商品の機能や値段を知るために，店内
の表示を見たり，店員に聞いたりする．
・ 商品の表示を読む
レジャー施設
・ 公園・水族館・歌舞伎の劇場などでの
やりとり 
交通手段
・ 道で，目的地までの行き方を知らない
人に尋ねる
・ 駅やバス停で路線図や時刻表を読む
医療・緊急
・ 診察や薬の受取り時に医師や薬剤師の
説明を理解する
・ 警察でのやりとり
金融機関等
・ 銀行窓口での現金引出
・ 郵便窓口での切手購入
飲食店 ・ メニューを読んで注文する
住居 ・ 不動産屋での相談
その他 ・ 日本語学習全般に関わること
表3．『げんきⅠ』の分析例
課
会話
番号
発話機能 場面
1 ① 自己紹介をする 大学
1 ② 人の名前や仕事などを聞く 大学
表４．BJ受講生の回答の分析例
BJ
回答
番号
回答内容 場面
01 ①
先月眼科クリニック医者さんに
病気を伝えることが大変です
医療・
緊急
01 ②
2 月，仙台水族館紹介について
わからないことが大変です
レジャー
施設
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3.3　結果と考察
得られたデータ数は，『げんきⅠ』が29場面，日本
語使用調査が39回答である．全データを場面別に分類
した結果は，表 5の通りである．なお，日本語使用調
査のうち，「特に困難なことはない」という回答3）（全
39回答のうち 1回答）は，集計から除いた．
『げんきⅠ』で扱われていた会話場面は，「大学」（13
場面）が最も多く，「寮・ホームステイ」（ 5場面），「買
い物」と「レジャー施設」（ 3場面）が続いた．一方，
BJ受講生が困った場面は「買い物」（ 7場面）が最も
多く，「大学」と「寮・ホームステイ」，「その他」（ 6
場面）が続いた．このように，『げんきⅠ』の会話場
面は，BJ受講生の回答と異なった．大きく異なった
のは，「大学」と「寮・ホームステイ」の占める割合が，
『げんきⅠ』では約 6割であるのに対し，BJ受講生は
約 3割だった点である．BJ受講生からの回答の約 7
割は，「買い物」や「交通手段」，つまり大学や寮を離
れた場面だった．BJ受講生が日常生活の大半を過ご
すキャンパスや寮では，英語での意思疎通が可能であ
ろう．しかし，学外の人たちと日本語でやりとりをせ
ざるを得ない場面では，苦労をしていることがわかる．
以下では，日本語使用調査の回答結果を場面別に報
告する．例示するBJシートとTAメモのうち，（筆者
らによる）下線部は特に注目すべき箇所である．
BJ受講生の回答で最も多かったのは，「買い物」で
ある（全 7場面）．BJ受講生からの回答には，「食べ物」
に関する単語を知らないために，Googleの翻訳アプ
リケーションを使用している，欲しい食材が店員に伝
えられなかったとの回答があった（例 4）．また，「防
水」のような特定の単語を知らなかったり，店員に尋
ね方がわからなかったり，英語が通じなかったりした
ために，苦労したという回答もあった（例 5）．
（例 4）BJ14：「買い物」場面
BJシート 買い物のとき，食べ物の名前がわからない
ので，大変です．いつもGoogleを使います．
TAメモ スーパーへ買い物に行くとき，ほしい食べ
物が見つからないです．またその食べ物の
日本語の名前がわからなくて，お店の人に
も聞けないとき，大変でした．
（例 5）BJ03：「買い物」場面
BJシート 買い物のとき，お店の人に質問したいです
が，ドキドキ，どのように聞くかが知りま
せん．
TAメモ 防水の時計がほしいですが，「防水」の日
本語がわからなかったです．英語で店員さ
んと話しましたが，英語が通じませんでし
た．そのときはとても困りました．
「大学」場面（全 6場面）の回答例を（例 6）と（例
7）に示す．（例 6）では，通常講義ではない活動で，
担当教員からの日本語での説明が聞き取れずに困った
との体験談が報告されている．その際には日本人の友
人に助けを求めたが，友人らの英語力が十分ではな
かったことから，必要な情報が十分に入手できなかっ
たとしている．（例 7）では，課外活動において，（バ
ドミントンに関する）語彙は知っているものの，日本
人同士の会話のスピードについていけず，うまくコ
ミュニケーションが図れなかったと答えている．
（例 6）BJ17：「大学」場面
BJシート 修学旅行のとき，川渡フィールドセンター
で先生は何かを教えた．でも私は知りませ
んでした．
TAメモ 川渡フィールドセンターで農学部のプログ
ラムに参加したが，先生の説明がわから
なった．日本人の友達に説明を求めたが，
彼らも英語が得意ではなかったので，よく
わからなかった．他の学生の見よう見まね
で，なんとか乗り切った．
表５. 『げんきⅠ』と日本語調査結果の比較
場面 『げんきⅠ』 日本語調査
大学 13（44.8%）   6（15.8%）
寮・ホームステイ  5（17.2%）   6（15.8%）
買い物  3（10.3%）   7（18.4%）
レジャー施設  3（10.3%）   1（  2.6%）
交通手段  2（  6.9%）   5（13.2%）
医療・緊急  1（  3.4%）   3（  7.9%）
金融機関  1（  3.4%）   2（  5.3%）
飲食店  1（  3.4%）   1（  2.6%）
その他  0（    0%）   6（15.8%）
住居  0（    0%）   1（  2.6%）
合計 29（100%） 38（100%）
（  ）内は，全体に占める割合を示す
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（例 7）BJ09：「大学」場面
BJシート いつもどこも日本人は早く話します．私は
単語が知っていますが，会話のときに良く
わかりません．
TAメモ バドミントンクラブに入っていますが，
BJ09だけが留学生で，他は全部日本人で
す．日本人同士の会話はスピードがとても
速くて，意味を理解できなくて大変でした．
「寮・ホームステイ」場面（全 6場面）では，日本
人の友人との会話全般が難しいという回答（例 8）に
加え，ゲーム中に頻出する日本語の単語の意味がわか
らないという回答もあった．
（例 8）BJ12：「寮・ホームステイ」場面
BJシート ユニットの友達と話しているとき，ちょっ
と大変です．
TAメモ
「その他」（全 6場面）とは，BJシートに特定の場
面の記載がなく，またTAとの会話練習でも具体的な
情報を入手できなかったものである．具体的には，「漢
字」（ 3回答），「聞く」，「話す」，「文法」（各 1回答）
があった．（例 9）でBJ19は，漢字学習に関する困難
点を挙げている．漢字テスト終了後には覚えた漢字の
ほとんどを忘れてしまう，学生寮内の掲示物の漢字に
ついても理解が困難だと回答している．
（例 9）BJ19：「その他」場面
BJシート いつでもどこでも（テストのあとで）漢字
が大変です．
TAメモ 学外の人とあまり接する機会がない．掲示
物（例：ごみの分別，アパートの「空き」
など）が少し難しいことがある．イラスト
が理解の助けになっている．
「交通手段」では，（例10）のように，駅名や路線図
の漢字が読めなかったり，漢字が読めたとしても目的
地までの道のりがわからなかったりしていることがわ
かった．
（例10）BJ14：「交通手段」場面
BJシート 旅行のとき，電車の地図がわかりませんで
した．
TAメモ
次に，場面別に，『げんきⅠ』の学習項目とBJ受講
生の困難点を比較する．
「大学」場面では，キャンパスやサークルでの友人
とのやりとりが挙げられており，類似していた．しか
し，「買い物」場面では，異なる傾向がみられた．『げ
んきⅠ』では「値段を聞く/言う」（第 2課）と「注
文する」（第 9課）が挙げられている．一方，BJ受講
生の回答では，特定の食材名や商品機能の名称がわか
らなかったり，店員に説明を求める/日本語で説明す
ることができなかったり（上述（例 4）と（例 5））
するために，苦労したと報告していた．「寮・ホーム
ステイ」場面でも，『げんきⅠ』の 5場面中 2場面はホー
ムステイ先でのやりとりだが，BJ受講生はホームス
テイをしている学生はいない．
相手の言ったことがわからないときの聞き返しにつ
いては，『げんきⅠ』でも 2回提示されている．「飲食
店」場面で「とんかつ」を知らない留学生メアリーが
「とんかつ？　さかなですか．」とウェートレスに尋ね
る表現（第2課）ならびに教室表現「ゆっくりいって
ください」「もういちどいってください」である．し
かし，BJ受講生の回答には，日本人とのやりとりで
苦労したという回答が多くみられた（上述（例 4～例
8）その苦労の原因には，BJ受講生が，聞き返し表
現を使いこなせずに尋ねることができなかったこと，
聞き返したり英語での説明を求めたりしたものの日本
人側が対応できなかったことが挙げられる．
『げんきⅠ』では，留学生にとって身近な場面で必
要な文法や語彙表現が提示されているだけでなく，よ
り自然な会話力が学べる工夫が多くされている．しか
し，BJ受講生の回答を見る限り，教室の外ではそれ
らが十分に生かしきれていない/ややずれがあると言
えよう．日本語の理解（聞き取れない，単語の意味や
発話意図がわからないなど）が困難であることを表明
し，相手からの援助を引き出すことは，教室の外，キャ
ンパスや学生寮を離れた場面では，特に重要である．
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3.4　まとめ
本調査では，初級総合教科書『げんきⅠ』で扱われ
る会話場面とBJ受講生が日本語使用時に困難を感じ
た場面とを比較した．その結果，主に，以下 3点が明
らかになった．
・『げんきⅠ』の場面は「大学」や「寮・ホームステ
イ」が多いのに対し，BJ受講生はそれらに加え，「買
い物」や「交通手段」，「医療・緊急」場面など，大
学や寮を離れた場面で困難さを感じている．
・「買い物」場面では，『げんきⅠ』で文型（「値段を
聞く/言う」，「注文する」）提示されているが，BJ
受講生は具体的な名称がわからなかったり日本人か
ら必要な情報が入手できなかったりするなどの困難
を感じており，一致していない点がある．
・BJ受講生が感じる困難は，特定の場面で使用され
る未習単語や日本語母語話者の会話スピード，漢字
表記などに起因する．
このように，初級総合教科書で扱われる場面は，
BJ受講生が困難に直面する場面と必ずしも合致しな
いことがわかった．
4 ．教室活動と副教材の開発
以下では，Basic Japaneseの教室活動の試みと筆者
らが開発を行った副教材について述べる．
4.1　Basic Japaneseの教室活動
本節では，スピーチテストの概要を紹介するととも
に， 3章の日本語使用調査をふまえて追加したスピー
チの内容や教室活動を報告する．
中間試験のスピーチテストは，Basic Japanese 1，
Basic Japanese 2ともに，受講生自身が撮った写真を
クラスメートに見せながら， 1分以内でその内容を説
明するとの指定で実施した．写真を用いることで，発
表者の言語的な負担を軽減し，聞き手の内容理解を助
けるねらいがある．また，試験前の授業では，スピー
チの表現例を導入し，原稿作成の時間も設けている．
Basic Japanese 1（2017年秋）では，前年度と同様
に「仙台のおもしろいもの」というテーマでスピーチ
テストを行った．仙台大観音やポケモンセンタートウ
ホク，ずんだシェイク，学生寮に現れた猫など，バラ
エティに富んだものが紹介された．これは，各受講生
の経験を教師や他のクラスメートが共有する機会と
なっている．受講生の経験や嗜好を知ることは，その
後の授業内容を考える上でも役立つ．　
Basic Japanese 2では，それまでスピーチテストを
行っていなかったが，受講生が日常生活で漢字に苦労
しているという点に注目し（3.3で詳述），2017年春と
2018年春に「生活の中の漢字」というテーマでスピー
チを実施した．受講生は町中の看板や食品パッケージ
の写真などを投影し，漢字の意味や読み方などを説明
した．本スピーチは，中間試験後に，パソコンで文章
を入力する課題へとつなげた．各受講生はスピーチ原
稿をもとにブログへの投稿文を作成し，ISTU 
（Internet School of Tohoku University） にて提出し
た．提出された文章は，匿名化等の編集を行った上で，
本稿の第二著者が開設したブログ「Tohoku-JP」にて，
写真とともに掲載した．ブログ開設の目的には，学習
成果の発信によって学習意欲を高めることや，翌年以
降の授業にて読解教材として活用すること，教室活動
の検討のためにスピーチ内容を記録することがある．
以下にブログの投稿文の例を示す（写真略，原文ま
ま）．（例11）は，交通標識「通学路」の写真に対する
説明文である．「通学路」の漢字に関しては，中間試
験の時点で「通」「学」が授業で導入済みであった（「通」：
『げんきⅡ』の15課，学：『げんきⅠ』の 6課）．「路」
は未習であったが，学習した漢字と組み合わせて，交
通標識の中で的確に意味を理解していることがうかが
える．
（例12）は，食品パッケージの写真を説明したもので，
写真には「品目」の字が含まれている．投稿文からは，
ムスリム学生が食品を購入する際の苦労が見える．「品」
は『げんきⅡ』の17課で，「目」は18課で提示される
漢字であるが，この受講生にとっては来日当初から識
別する必要に迫られていたと思われる．同様の発表は，
2017年の漢字スピーチでもあり，「乳化剤」という語
を紹介した受講生がいた．乳化剤には植物性のものと
動物性のものがあり，後者の場合には口にすることが
できないとの説明がされた．「乳」「化」「剤」の 3字
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はいずれも，Basic Japanese 1, 2では導入されていな
い．教科書の漢字を順に指導するだけでは，受講生に
とって重要度の高い語彙が取りこぼされていることが
わかる．
（例11）
通学路
こんにちは，みなさん．この写真をみてください．私
はこの写真を寮の近くで撮りました．
この漢字は，「つうがくろ」と読みます．意味は「ここ
に生徒（せいと）がたくさんいます」です．最初の漢
字は「通る」（とおる）です．次は「学」（がく）です．
最後は「路」（ろ）です．「路」の意味は，英語で「route」
です． 
みなさん，自転車や車で通る時，この漢字があればご
注意下さい． 
（例12）
品目の漢字とアレルゲン
これは「ひんもく」（品目）と読みます． 英語で “items” 
です．食べ物と飲み物の後ろに，この漢字 が 書いて
あります．
このかんじのとなりは，この食べ物に含まれるアレル
ゲンが書いてあります．このことはムスリムにとって，
とてもじゅうようです．でも，この漢字はときどきし
かありません．ざんねんです．
漢字スピーチの他にも，日本語使用調査の結果を参
考にしていくつかの工夫を試みている．例えば，『げ
んきI』と『げんきⅡ』には主人公の留学生とホストファ
ミリーとの会話が多く掲載されているが，これを寮の
ルームメートとの会話場面に置き換えてロールプレイ
を実施している．前述の通り，受講生のほとんどが寮
生活をしており，ルームメートとの会話がうまくでき
ないとの報告があった．教科書の場面設定を修正する
ことで，より現実に近い練習が実施できると考えた．
このように，日本語使用調査の結果と中間試験のス
ピーチで得た情報を通じて，受講生の日常生活を知り，
それを教室活動に反映するよう試みた．受講生が遭遇
する漢字が，具体的にどのようなものであるかも知る
ことができた．得られた情報を基に，次節で報告する
副教材の作成につなげたものもあった．
言うまでもなく，必要な漢字・語彙は受講生によっ
て異なり，限られた授業時間で担当教員が全てを教え
ることは不可能である．今後は，受講生自身が自分に
とって重要な漢字のリストを作成するといった宿題を
課し，独習を支援したいと考えている．
　
4.2　公開教材の概要 
筆者らは，ウェブサイト「Tohoku-JP教材4）」を開
設し，開発した副教材を公開している． ウェブサイ
トでは，対象とする言語項目から，「教材リスト［文型］」
と「教材リスト［もじ］」に分けて提示している．「教
材リスト［文型］」は，文型表現を中心とした教材を
リストしたものである．表 6に示すように，各教材は
PDFとWordファイルのリンクがあり，内容の説明と
学習項目の文型，初級総合教科書『げんき』と『みん
なの日本語』との対応を記している．所要時間と練習
形式のほかに，四技能のうちどの技能を対象としてい
るかも明記した．
本節では， 3章で述べた調査結果をふまえ．2018年
以降に作成した教材を中心に報告する．
表 6のNo. 8「色々な食べ物」は，「買い物」場面，
特に食材購入場面を取り上げ，語彙と会話ストラテ
ジー5） に焦点をあてた．上述のように，Basic 
Japaneseの受講生には，宗教上の理由から摂取でき
ない食材がある学生や，日本人では自分の言いたいこ
とが言えない，相手の発話内容がわからないといった
問題に直面している学生がいるためである．語彙につ
いては，絵を見て対応する日本語を，漢字，ひらがな，
カタカナの選択肢から解答する問題を用意した．例え
ば，豚の絵に対しては，「豚肉」「ぶたにく」「ポーク」
を選択することになる．次に，日本語の発話が十分に
理解できなかった場合の聞き返し方を提示した．相手
の発話内容の意味がはっきりわからないとき，文や言
葉の一部が聞き取れない場合の確認表現を会話例とし
て紹介した．
「教材リスト［もじ］」は，ひらがな，カタカナ，漢
字学習用の教材リストである． 漢字教材は単語学習
アプリQuizletへのリンクを 4つ掲載している．これ
らは，Basic Japaneseの受講生が漢字の読みや意味の
理解が十分にできず苦労している，という日本語使用
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調査での回答結果を受けて作成したものである．その
うちの 2つは，仙台地下鉄の東西線，南北線の駅名の
読み方を練習する学習セットである．他の 2つのリン
クは，ムスリム学生を対象とした単語セットである．
前述の「品目」や「乳化剤」「動物性」等の語彙が含
まれ，漢字と読み，意味の学習ができるようになって
いる．
このように，筆者らは文型教材と文字教材の作成に
取り組んできたが，公開できた教材数はまだ限定され
ている（2018年11月現在で全15件）．今後は，開発済
みのものを授業で活用するとともに，さらに教材を充
実させていく予定である．
5 ．まとめと今後の課題
本稿では，国際学士コースの日本語科目で実施した
調査の結果を報告し，調査結果等を踏まえて行った授
業実践と日本語副教材の開発状況について報告した．
　日本語使用調査からは，受講生には「買い物」など
学外の場面でしばしば困難が生じていることが明らか
になった．その原因としては，当人にとって重要な語
彙が未習であったり，相手への聞き返しが的確にでき
なかったりすることが挙げられる．筆者らは，主教材
でカバーできない部分を補完するために，漢字をテー
マとするスピーチの実施や，聞き返しの練習ができる
副教材の作成に取り組んだ．
完成した副教材は，副教材サイト「Tohoku-JP教材」
にて公開している．当サイトの公開は，Basic 
Japaneseの受講者だけでなく，仙台近郊の日本語学
習者や教室活動に広く活用されることを願ったもので
ある．また本稿では，Basic Japaneseの受講者を中心
に報告したが，他の学習者のニーズについても検討し，
副教材の開発，当サイトでの公開を継続したい．
日本語使用調査で確認された困難には，学習者側の
みの努力では解決が難しい事例も多く見られた．もち
ろん，これは留学生だけに努力を求めるべきことでは
なく，受け入れ側の対応のあり方にも検討の余地があ
る．対応する日本語母語話者の側も，相手の直面する
困難に気づき，意思の疎通を図る工夫が可能ではない
か．その方法は，必ずしも英語を使用することとは限
らない．より多くの人に伝わるように言語的調整を
行った「やさしい日本語6）」も有効な手段である．
謝辞
本稿は，平成28年度東北大学教育開発推進経費「日
本語学習者のための効果的な文字・語彙指導法の開発」
及び平成29年度同経費「留学生のための初級副教材の
作成と日本語カリキュラムの開発」による研究成果の
一部です． 
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生活をしており，ルームメートとの会話がうまくでき
ないとの報告があった．教科書の場面設定を修正する
ことで，より現実に近い練習が実施できると考えた． 
このように，日本語使用調査の結果と中間試験のス
ピーチで得た情報を通じて，受講生の日常生活を知り，
それを教室活動に反映するよう試みた．受講生が遭遇
する漢字が，具体的にどのようなものであるかも知る
ことができた．得られた情報を基に，次節で報告する
副教材の作成につなげたものもあった． 
言うまでもなく，必要な漢字・語彙は受講生によっ
て異なり，限られた授業時間で担当教員が全てを教え
ることは不可能である．今後は，受講生自身が自分に
とって重要な漢字のリストを作成するといった宿題を
課し，独習を支援したいと考えている． 
 
4.2 公開教材の概要  
筆者らは，ウェブサイト「Tohoku-JP 教材 4)」を開設
し，開発した副教材を公開している． ウェブサイトで
は，対象とする言語項目から，「教材リスト［文型］」
と「教材リスト［もじ］」に分けて提示している．「教
材リスト［文型］」は，文型表現を中心とした教材をリ
ストしたものである．表 6に示すように，各教材は PDF
と Word ファイルのリンクがあり，内容の説明と学習
項目の文型，初級総合教科書『げんき』と『みんなの
日本語』との対応を記している．所要時間と練習形式
のほかに，四技能のうちどの技能を対象としているか
も明記した． 
本節では，3 章で述べた調査結果をふまえ．2018 年
以降に作成した教材を中心に報告する． 
 
 
 
表 6 の No.8「色々な食べ物」は，「買い物」場面，
特に食材購入場面を取り上げ，語彙と会話ストラテジ
ー5) に焦点をあてた．上述のように，Basic Japanese
の受講生には，宗教上の理由から摂取できない食材が
ある学生や，日本人では自分の言いたいことが言えな
い，相手の発話内容がわからないといった問題に直面
している学生がいるためである．語彙については，絵
を見て対応する日本語を，漢字，ひらがな，カタカナ
の選択肢から解答する問題を用意した．例えば，豚の
絵に対しては，「豚肉」「ぶたにく」「ポーク」を選択
することになる．次に，日本語の発話が十分に理解で
きなかった場合の聞き返し方を提示した．相手の発話
内容の意味がはっきりわからないとき，文や言葉の一
部が聞き取れない場合の確認表現を会話例として紹介
表６. ウェブサイトの教材リスト［文型］ 
No. タイトル PDF Word 内容 学習項目 げ ん
き 
み ん
日 
所要時間
練習形式
聞 話 読 書
1 何で帰りますか PDF 
 
Word ・交通手段（時間・料金）につ
いて質問する/説明する． 
・日本の主要都市名を知る．
・自分の町までの交通手段を
紹介する． 
「（交通手段）で…」
「～から～まで（時間
が）かかりますか」 
「から～まで（金額）
です」 
L２ 
L10 
L5 
L11 
10 ～ 15
分 
個人 / ペ
ア 
〇 〇 〇
8 色々な食べ物 PDF 
 
Word ・食品の表記を見て，必要な
情報を探し出す． 
・食べられないものについて
話す． 
・相手の話がわからないとき
に，聞き返す． 
「Potential verbs（可
能形）」 
L6 L16 個人 / ク
ラス 
〇 〇 〇 〇
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注
1）  会話練習を実施した時期（2017年 5 月から 6月）の
Basic Japanese 2では，『げんきⅠ』を修了し，『げん
きⅡ』を使用している．本調査では，学習項目がよ
り定着していると思われる『げんきⅠ』のみを分析
対象とした．
2）  ひらがな表記とともに併記されているローマ字およ
び英訳は，割愛した．なお，ローマ字は1課と2課の
みで，英訳は全12課で併記されている．
3） 「特に困難なことはない」と回答したBJ受講生は，家
族が東京に長期滞在しており，生活のサポートをし
てくれているため，特に問題はないと述べていた．
4） 「Tohoku-JP教材」の公開教材は，開発の経緯から以
下の 3つに分類することができる．本稿では，C）に
ついて報告する．
  A） 2011年秋のBasic Japanese開講以来，第二著者が
授業で使用するために作成してきた副教材
  B） 2016年に仙台市内の私立大学で筆者らが日本語学
習者および日本語母語話者を対象に行った調査結
果をふまえ開発した副教材
  C） 2016年秋以降のスピーチと2017年春のBasic 
Japanese 1の受講生による日本語使用調査の回答
に関連して作成した副教材
5）  尾崎ら （2010: 20） によれば，会話ストラテジーとは，
会話をうまく進めるためのテクニックであり，大き
く 2つのタイプがある． 1つは，会話を進める上で
の障害を乗り越えるための問題処理ストラテジーで
あり，もう 1つは会話を効果的，円滑に進めるため
のストラテジーである．筆者らが作成した教材
Tohoku-JPのNo.8で提示した「聞き返し」の発話は，
前者のストラテジーに分類される．
6） 「やさしい日本語」は，被災者支援（弘前大学人文学
部社会言語学研究室），多文化共生社会実現のための
一手段（庵，2013），観光ツール（やさしい日本語ツー
リズム研究会）など，様々な視点からの活用が行わ
れている．
参考文献
坂野永理・池田庸子・大野裕・品川恭子・渡嘉敷恭子（2011）
GENKI:  An  Integrated  Course  in  Elementary 
Japanese I [Second Edition] 初級日本語 げんき I［第
2版］．ジャパンタイムズ.
平山紫帆・髙橋雅子（2013）「「生活日本語」の教科書分
析―学習メカニズムの観点から―」『日本語教育実践
研究.創刊号』, pp. 75-86.
弘前大学人文学部社会言語学研究室「減災のための『や
さ し い 日 本 語 』」http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/
kokugo/（閲覧2019/1/7）.
堀田智子・菅谷奈津恵（2017）「仙台在住の留学生のため
の日本語教材開発」『日本語教育方法研究会誌』23（2）, 
pp. 34-35.
庵功雄（2013）「「やさしい日本語」研究の現状と今後の
課題」『一橋日本語教育研究』2, pp.1-12.
庵功雄（2015）「日本語学的知見から見た初級シラバス」
庵功雄・山内博之編『現場に役立つ日本語教育研究〈1〉
データに基づく文法シラバス』，pp. 1-14，くろしお出
版
国立国語研究所（2009）「「生活のための日本語:全国調査
〈結果報告<速報版>〉」国立国語研究所. http://
www.ninjal .ac . jp/archives/nihongo-syl labus/
research/pdf/seika_sokuhou.pdf, （2018-08-23）.
岡崎敏雄（1989）『日本語教育の教材―分析・使用・作成』 
アルク.
尾崎明人・中井陽子・椿由紀子（2010）『会話教材を作る （日
本語教育叢書 つくる）』関正昭・平高史也・土岐哲（編）
スリーエーネットワーク
山路奈保子・因京子・アプドゥハン恭子（2012）「工学分
野の大学院留学生の日本語ニーズ－インタビュー調
査と試用教材への評価から－」『2012年度日本語教育
学会秋季大会予稿集』pp. 171-176
やさしい日本語ツーリズム研究会https://yasashii-
nihongo-tourism.jp/（閲覧 2019/1/7）
吉田篤矢・和田由里恵・菅谷奈津恵・吉本啓（2013）「日
本語科目におけるＴＡ活動の意義-Basic Japaneseに
おける実践を通して」『東北大学高等教育開発推進セ
ンター紀要』（8）, pp.163-173
─  357  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5 号　2019
開発教材のサイト
ウェブサイト「Tohoku-JP教材」
　https://sites.google.com/view/tohoku-jp/
ブログ「Tohoku-JP」https://tohokujp.blogspot.com/

